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芦
屋
川
は
、
市
内
で
も
っ
と
も
大
き
い
川
で
長
さ

が
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
で
す
。
地
図
を
見
ま
す

と
、
そ
の
源
は
、
芦
屋
の
北
西
の
六
甲
山
地
で
、
西

宮
市
と
の
境
に
あ
る
白
山
石
宝
殿
あ
た
り
に
あ
っ
て
、

芦
屋
川
本
谷
を
南
に
流
れ
、
奥
山
の
石
仏
谷
や
黒
越

谷
な
ど
の
谷
水
を
合
わ
せ
、
水
車
谷
を
過
ぎ
、
高
座

川
と
合
流
し
て
川
幅
が
広
く
な
り
、
阪
急
芦
屋
川
駅

付
近
か
ら
ま
っ
す
ぐ
南
の
芦
屋
の
海
に
流
れ
込
ん
で

い
ま
す
。
川
に
は
九
つ
の
橋
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
芦
屋
川
は
、
む
か
し
か
ら
人
び
と
の
暮
ら
し
に
、

多
く
の
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
芦
屋

川
に
そ
っ
て
北
へ
た
ど
っ
て
行
き
ま
す
と
、
芦
屋
の

歴
史
や
伝
説
な
ど
の
跡
が
い
く
つ
も
残
っ
て
い
て
、

そ
の
こ
ろ
の
人
び
と
の
暮
ら
し
の
よ
う
す
を
知
る

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

第
二
阪
神
国
道
（
国
道
　
号
線
）

43

　
む
か
し
は
、
西
国
街
道
の
「
浜
街
道
」
と
呼
ば
れ

た
道
で
、
海
に
沿
っ
た
白
い
砂
浜
や
青
い
松
原
を
眺

め
な
が
ら
旅
を
す
る
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
交
通
が
発
達
す
る
に
つ
れ
て
、
北
の
方

の
国
道
２
号
を
通
る
車
の
数
量
が
一
日
四
万
台
を
越

え
大
き
く
増
え
続
け
た
の
で
、
交
通
量
を
ゆ
る
や
か

に
す
る
た
め
、
他
市
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
第
二
阪

神
国
道
を
整
備
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、　
号
線
を
通
る
車
が
増
え
て
、
国
道
沿

43

い
に
住
む
人
び
と
に
と
っ
て
、
騒
音
や
排
気
ガ
ス
な

ど
の
影
響
の
問
題
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
四
十
五
年
に
、
大
阪
万
国
博
覧
会
が

開
か
れ
た
の
に
あ
わ
せ
て
、
大
阪
を
中
心
に
自
動
車

交
通
が
増
え
る
こ
と
を
予
想
し
て
、
昭
和
四
十
四
年
、

　
号
の
上
に
高
架
の
阪
神
高
速
３
号
神
戸
線
が
作
ら

43れ
ま
し
た
。

ノ
ー
ト
　
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
、
阪
神
間
は
大
き
な
被
害
を

こ
う
む
っ
た
。
そ
の
復
興
事
業
を
機
会
に
、
か
ね
て
計
画
の
あ
っ
た

浜
幹
線
を
、
旧
来
の
二
倍
、
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
幅
員
と
し
た
。
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五
年
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「
あ
し
や
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ど
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史

　
さ
ん
ぽ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
冊
子
は
、
今
か
ら
十
五
年
以
前
の
発
行
時
点
で

　
『
○
○
年
前
』
と
い
う
記
載
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
読
ま
れ
る
時
点
で
は
、
そ
の
部
分
の
読
み
替
え
を
し
、

　
お
読
み
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　市の生涯学習推進基本構想を策定するための
資料とするため、皆さんの生涯学習に関する意
識調査を実施します。無作為抽出で、調査票を
郵送します。調査票がお手元に届きましたら、
ご協力をよろしくお願いします。
■対　象　市内在住・20歳以上の男女3,000人
■期　間　３月21日～４月11日

問い合わせ　生涯学習課　緯38-2091　

生涯学習に関する意識調査の実施

“日常をより豊かにするために”

芦屋川カレッジ（高齢者大学）
第25期生募集

問い合わせ

公民館　緯35-0700/FAX31-4998 （〒659-0068 業平町8-24）

■日程　５月14日～平成21年３月18日（毎週水曜日）　■会場　市民センター401室ほ
か　■内容　＜必修コース36回＞午前10時～11時30分（全員が受講）/＜選択コース15
回＞午後１時15分～２時45分（３週間に１回）　①「食のふしぎ」コース…食をキーワー
ドに、美術、歴史などから読み解く、楽しくて不思議な世界②「ゆったり芦屋」コース…
わが街芦屋を仲間と一緒に歩く、写す、描く。　■定員　110人（①②各55人）　■対象　
市内在住の満60歳以上で初めて受講するかた　■受講料　年間15,000円

【芦屋川カレッジ聴講生の募集】

■対象　芦屋川カレッジの修了生　■内容　芦屋
川カレッジの選択コース（９回）を受講※１コース
のみに応募　■定員　各コース50人　■受講料　
年間2,800円　

【芦屋川カレッジ・大学院　第１期生募集】

■日程　５月19日～平成21年３月２ 日（全18回）
原則は第１・３月曜日、午前10時～11時30分中心　
■会場　市民センター401室　■内容　国際文化
コース　■定員　100人（芦屋川カレッジ修了生）
■受講料　年間5,500円

　■申し込み　はがきかファクスで、①希望事業・コース名②住所③氏名④電話番号
　　　　　　　⑤性別⑥第２希望⑦芦屋川カレッジに申し込みのかたは生年月日・
　　　　　　　それ以外は修了期を明記し、３月31日（月）＜消印有効＞までに下記
　　　　　　　へ。※応募者多数の場合は、抽選（市内在住者優先）します。

谷崎潤一郎記念館の催し

問い合わせ　谷崎潤一郎記念館　緯23-5852/FAX38-3244　メール ashiya-tanizakikan@rhythm.ocn.ne.jp

【雑学講座】　日曜 男の雑学塾   　龍村光峯「錦の美」

■日時　３月30日（日）午前10時30分～午後１時30分　
■会場　講義室　■内容　人生を楽しく過すための講
座。今回のテーマは「錦の美」　■講師　日本伝統織物
保存研究会理事長・龍村光峯氏　■定員　24人　■受
講料　4,000円（田舎の昼ごはん代含む）　■申し込み
電話・ファクス・メールで下記へ

【文学館講座】　俳句講座

■日時　３月22日・４月26日（土）午前10時30分～正午
■会場　講義室　■内容　俳句の基礎知識を学び、実
作・選句を通して文学性の高い俳句を追求。初心者可
■講師　ホトトギス同人・黒川悦子氏　■定員　20人
■受講料　各回2,500円　■申し込み　電話・ファク
ス・メールで下記へ
【文学館講座】　薬師寺・心のふるさと

■日時　３月18日（土）①午後１時～２時②午後２時～
３時30分　■会場　講義室　■内容　①写経②講話　

■講師　法相宗大本山薬師寺執事・生駒基達氏　■定
員　20人　■受講料　2,000円（写経代別）　■申し込み
電話・ファクス・メールで下記へ
【木版画講座】　勝山先生の木版画講座

■日時　４月12日（土）・13日（日）午後１時30分～３時
30分　■会場　講義室　■内容　季節のカードなど自
作の版画作品を２日間で作成。初心者可　■講師　木
版画家・勝山正則氏　■定員　16人　■受講料　3,500
円（材料費含む）　■申し込み　電話・ファクス・メール
で下記へ

水車臼跡（山芦屋町）

春の芦屋川（市民センター前）

阪神高速道路建設工事が進む国道43号・芦屋川橋（昭和43年ころ）
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